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gaFSlntheasLaMOPsw/DzsLyllJJmForestOLtheTateraForestReserve,TsushLmaGaplndJCatOrS
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BTDuSSOnetuZfWf)yrzfenz,and(lIana)AcELnldzoorguEo.Lo刑Cen h湘 血〟ca,&rcJzemwnZCem OSG

γar′柳 .andAmpeLopsLSbyeuJPedunc7LLaLa lnthegapsstud)ed.TnEJzetoかmumQSJaLICum,

AnodendronqO;ne,KddzwDJOfDmEDandDmpLensかツtJznswD,WhN:haremembersofnatura)
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龍長山の照集樹林では,海抜350m付近を境にして,下方のスタジイ-イスノキ林 (イスノキ

-ウラi,'ロガシ群集)と上方のアカガシ林 (アカガシーミヤマシキミ群集)に分けられる (Itow

1991:伊藤･中西 1987,伊藤ほか 1992,1993).このうち下方のスタジイーイスノキ林におい
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ては.大小.新旧の林冠ギャップの存在が知られている (YamaLnOtO1992).

ギャップは林冠木の萌せ,枝折れ,倒J#の巻添えで起こる按折れ等で生じる.大きさに大小

があり,大きいギャップでは直径は10rnを盤し.小では数mのものまである.1989年には林地

面鎌の239%に相当する林冠ギャップがあった (Yamamoto1992).この赦値は.調査の2年

前に直筆台風があったから.例年よりは大きいかbLれない.いずれにせよ,ギャップ生成の

原因には,台風や強風によるもの,あるいは寿命の尽きた大木の自然枯死等があり.生成の時

期にも新旧がある.林冠ギャップには陽性稚物が侵入し.また林冠樹種の実生の発生.生長の

個所でもある.本稿は.林冠ギャップ内の林床群落について報告する.

■土地及び■暮方法

31表地は対馬下鳥のほぼ中央.能長山の北向き斜面.北捷34'08′,東経129113′に位置する.行

政上は長崎県下県郡Ji原町内山にあり,国の天然記念物 (格物)(指定日1923年3月7日),香

岐対馬国定公Egの特別保3地区(一部は第-種特別地域),国有林の学術参考保護林生物退転賛

意保存林 (第-種保存林)に指定されている.指定地の海抜は120mから山頂 (海抜559m)に

わたり,照葉樹林の面初は指定地の周辺を含め約100hAにおよぶ.(調査地の詳細は伊藤ほか

(1992)を参照せよ.)

gt査方法は,ZM植物社会学の方法ならびにベルトトランセクト法 (…ueller-DornboIS &

ELlentkrg,1976)に従い.1982年.1989年.1990年に現地調査を行った.

II JE ■ Jt

A.8(抽社会学的Ilt

海抜1301300mのスタジイ/イスノキ林において.新旧のギャップ15個所において討壷を行っ

た.ギャップ部位は原則的には林冠木を欠いている.したがってそこの群落は低木膚と革本居

から成る.ギャップ群落からは.とくに群落区分は出来なかった.照葉樹林の群成種でギャッ

プ離位における出現顔度の高い種森を挙げると次の通りであった (表 1参照).(木本頚)カタ

レミノ,イヌガシ.イスノキ.ヤブツJ<キ,タブノキ.スダジィ,オガタマノキ,シt7タモ.

サカキカズラ.ウラジロガシ,バリバI)ノキ,ヤアニッケイ.(草本屠植物.つる植物)テイカ

カズラ,ベニシタ,ビナンカズラ.ミヤマトベラ,アリドウシ,サイブタトキワヤプハギ,A

ベ,キズタ,ホウライカズラ,ホソバカナワラビ,コバノカナワラビ.これらのうち,テイカ

カズラ,I:'ナンカズラ,ペニシタは,ギャップへの大輪光の入射に原Eaして.ギャップ形成数

年後から被度が著しく高くなる.

同じ理由により,照葉樹林の林床とは異なる好陰性の植物が侵入する.記殺された種は次の

通りであった (表 l).

(木本類)イイギリ,アカメガシワ,サルナシ,カラスザンショウ,ハゼノキ,ヤマグワ,カ

ジノキ,キダチニンドゥ.オオクマヤナギ (ナンゴクオオクマヤナギ含む),サルトリイバラ,

タラノキ,ヤブムラサキ.ニワトコ,ムラサキシキプ.マタタビ.ヌルデ,ネムノキ,ハマク
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表 2 ギi･ツ7'Aのベル トトラ/セク トに1る個体政 と破産鮮度 【◆印】粥丑 (lmZ方形区を2mごとに担F)
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サギ,ヤマザタラ,ゴンズィ.ナンバンキブシ.

(革本棟.つる稚物)7マチャズル.へクソカズラ,ススキ,ノブドウ,サンカクズル.ヒメ
ドコロ.イヌホオズキ.ナツズタ,タンドポロギク,ヤクシソウ.ヤアミヲウガ.ノササゲ.

ヤマノイモ,ヒヨドリバナ.

出現頻度の高さから見て,林冠ギャップ指標種と呼べるのは.上記の植物のうち,木本類の

上位7埋,草本薪の上位4様である.

a.ベルトトランセクト■王

顕著なギャップ4カ所を選んで,ベルトトランセクト調査を行った.方形区の大きさはl平

方にまたは4平方にで,1､3mおきに設置した.4つの トランセクトの特徴は次の通りであ

る.ギャップの古きは木本性のギャップ指標種 (とくにカラスザンショウ)の穏物高から判断

した.ただしギャップ形成後の蛭通年軌 まいずれについても不明である.

A.大きいサイズの最新生ギャップである.lmZ方形区を2mごとに設置した(表2).革本

性のギャップ指挿種が多く木本性の指標種が少なく,かつカラスザンショウの植物高も10on以

下で,ベルト粥査のギャップの中では最も新しい.多分,1987年の直や台風で生じたギャップ

であろう.(ギャップ中心部位は方形区6-10)

B.中程度サイズの新生ギャップ.1m2方形区を2mごとに設置した.方形区番号2-6が

ギャップの中心部にあたる(表3).そこにおけるカラスザンショウの他物高の平均は18OOて

あった.

C.中程度サイズのやや古いギャyブ.方形区番号3-7がギIt･ツプの中心部位 (表 4)で,

カラスザンショウの平均高さは316cmであった.

D.中程度サイズの古いギャップである.ギャップ指標種の生き残りはカジノキだけであっ

た (表5).ギャップ中心部位は方形区418.

トランセクト網ZEから明らかになったギャップ部位群落の特性は次の通りである.

1)ギャップ新生の直後.数年で起こることは.照葉樹林の林床織物であるテイカカズラ.

ビナンカズラの著しいす占度の増加である.成熟した.q葉樹林内ではこれらの種は林床に必ず

存在するが,傑占座は低い.ギャップ新生に伴う入射光丑の増加が,両様の主的増加をもたら

す.とくにギャップの中心部は周辺部よりも直射光線にさらされる時間が長いから.上記のつ

る格物の増加も著しい.

2)ギャップ新生の直後には,ギャップ指標の草本機が出現する.それらはやがて消失し,

掛 ナて木本性の指標唖が侵入する.カラスザンショウ,イイギリがその代表種である.

3)ギャップでは.スタジイの実生個体が多く出現する.表6には.ベルトトランセクト調

査を行ったA-Dのギャップについて,ギャップ中心部の5個の方形区とそれ以外の区の平均

個体密度があげてある.中心部は周辺部よりも直射光にさらされる時間が長いから.ギャップ

における実生発生の効果が読み取れる.顕著な効果が認められるのは.ギャップ指甘塩のカラ

スザンショウである.自然林要素の木本では.ギャップA～Cに見られるように,スタジイの

下)にまで生長していたが,密度は新生ギャップの3分の 1に減っている.
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表3 ギャップBのベル トトランセクトによる個体数と被度群BEl+印】調査
(1mZ方形区を3mごとに設荘)

BdttransectacrossGapa,showlngnumberotLndLV)dualsorcover/
socLabLlltyclass6 (̀) Quadratsof1sqm werelaldeyery3m
(Ju_二210m,SlolだdlrectlOn_SW50.Steepnes 17')

RunTHngnO 1 2 3 4 5 6 7 8
D)staT℃eEromgapedge(m) 0 2 4 6 8 10 12 14

NoolsJ光CleS 14 14 16 14 14 15 10 15

(NaturaHorestelementstreesandshrubs)(自然林要素 :高木.低木頚)

Chs由nobsAS叫 idaA7 5 15 10 12 10 9 6 3 スタジイ
vars7eboLdlZ

MoehILuslhLInbeJp E

LkdJ叫 I山江tnJidw

Glme//W紳 za

CbeTC7LSSOLJCIJ好
凸砂/mtphyt/umLelJS7〃〃〝nLJ'

蝕&ILumnEe′耶6ym

LvzLSLnL桝妙 ,11仙m

CLnm mJllnPPo刑CZlm

Sp♪/ocoslua血

EheLZg"uSPJLngr S
Var S7仰 〃11

NeolJLseaacJCu血La

TemstroemJO即 Ilnanthera

MLCheLLOCOI′ゆressa

SymL)]ocos ♪nLnt/0/w
JLexJりhLガdQ

CleynzノaPonJ'cq

fbdocoゆ uSmaCTOPhyLhLS

1 1 4 タブノキ

1 2 カタl/ミ/

4 3 3 ヤブツバキ

1 ウラジロガシ

1 1 ヒメユズリハ

2 5 1 イスノキ

3 3 ネズミモチ

3 1

1 2

ヤプニッケイ

タロキ

ウラギンツルグミ

1 2 2 イヌガン

モッコク

オガタマノキ

クロバイ

2 クロガネモチ

1 サカキ

1 イヌマキ

(NaturaJforestelementsground-layer)(自然林要素 林床植物)

TnChelospem〟mQSLatlCWm. 44 54 33 44 3

LhmnQCDnthusJndlOLS●

Dw J)LerLSeワ LhTDSO招 1

I(bdz〟nl)aJWnZLD'

Rumoh招bseud0-0佃bLq●
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LkLIJlne hTLLS7aM

(GapindlCatOrS)(ギャップ指標群)
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SmJk cJzJnO'
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3 5 1

1

+ +
1 1

1

+

22コバノカナワラビ

. キエビネ

1 コショウノキ

カラスザンショウ
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サルナシ

. キタチ二ンドゥ

. ヤマザタラ

へクソカズラ
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表 5 ギャップDのべ/レトトランセクトによる個体政と鼓産群庚 【●印】常套
(2mx2m方形区を2mごとに設置)
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表6 木本5種のギャップ中心部と周辺部の密度比軌

DensitleSOEseedlingsandsaplings(<10mmdiameteratbase)of
fiveselectedtreesI光CleSatCenter(above)andperiphery(blow)
lTlfourcanopygaps.GapsAtoDarearrangedfromnewtoold

ギャップ

スタジイ (中心含声)
(周辺部)

カタレミノ (中心部)
(周辺#)

イスノキ (中心部)
(周辺部)

ウラジロガシ (中心部)
(周辺部)

カラスザンショウ (中心部)
(周辺部)

A ら C D
ll.8 112 122 42
38 47 90 46

30 36 80 02
13 30 85 12

02 14 06 10
01 20 05 1.0

04 30 04 04
06 03 05 1.0

0.4 20 34
03 17 10

カタレミノにおいては,ギャップの【トLt部と周辺部の間で密度に顕著な差はないが,新生の

A～Cギャップと古いギャップDを比較すると,ギャップが実生の発生場所となっていること

が判る.イスノキとウラジロガシでは,その効果が認められない.

4)ギャップ指標種の代表株であるカラスザンショウでは,ギャップ新生直後から実生が出

現することから見て,種子は土壌の中に発芽性を失わないまま蓄耕されており,ギャップ新生

の直後に発芽すると見なされる.しかし時間の経過とともに起こる他の木本類の成長や林冠の

閉鎖によって,比較的早期に生存できなくなる.ギャップDでは,カラスザンショウは既に消

失しており,カジノキの生存だけが究められた.

5)龍長山照葉樹林の高木層まで伸びている木本性のつる植物,サルナシ,マタタビ,オオ

クマヤナギ等に対しては,ギャップが新生実生に生存立地を提供している.これらは,成熟林

ではしばしば直径10cIT)以上の壬となって槻高20mを越す上層木の林冠まで上っている.それら

は,ギャップ新生のときに将来に林冠に達する種の幼木にからみ.それの生長とともに林冠層

にまで逢したのであろう.このことは,自然林要素のつる槽物 テイカカズラ,サカキカズラ.

ビナンカズラ,ホウライカズラでも同じである.

≠ 辞

龍長山の植生の研究は,文部省の科学研究補助金56540394,02640513に支えられた.また1978

年の群境庁特定頒物群落調査斉.1988-1990年の文化庁 ･長崎県教育委月会による対馬の天然

記念物緊急調査書の一部も使用した.これらの機関の援助に感謝する.林冠ギャップについて

は,岡山大学農学部山本進一博士から多くの教示を得た.お礼申し上げる.
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* 事勺

林冠ギャップ部位の林床群落に関する植物社会学的調査およびベJレトトランセクト調査によ

り,次の点が明らかとなった.

1)林冠ギャップが生じ陽性環境が出現すると,まずギャップ指標の好陽性草本が侵入する.

例 アマチャズ)L,,-クソカズラ,ススキ.続いて木本性の指標種が生育を始める.例 .カラ

スザンショウ,イイギリ.カジノキ,ヤマグワ.アカメガシワ,サルナシ,マタタビ,ノブド

ウ.

2)ギャップにおいては.光丑の増加に伴い.自然林の林床植物 :テイカカズラ,サカキカ

ズラ,ビナンカズラ,ベニシタの被度が高くなる.

3)ギャップにおいては.自然林の主要な植物であるスダジイとカタレミノの実生発生が顕

著に認められる.
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図1 台風によって生じた林冠ギャップ.

Canopygapcreatedbyatyphoonhit.

図2 林冠ギャップ部位の植物群落.
ギャップ指標種 :アカメガシワ,イイギリ,カラスザンショウ.

Groundvegetationofcanopygap.Gapindicatorsareseen:MalLohiS
)'aponicus,IdeshzI)olycaゆa,and2bnLjwxylumaikznLjwides.


